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入
江
長
八
は
、
文
化

（
１
８

１２

１
５
）
年
に
、
松
崎
町
明
地
（
東

み
ょ
う

ち

区
）
で
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
左
官

棟
梁
、
関
仁
助
の
弟
子
と
な
り
、

代
で
江
戸
に
出
ま
し
た
。

１０
狩
野
派
の
絵
を
学
び
な
が
ら
漆

喰
と
鏝
を
駆
使
し
建
物
装
飾
や
塑

像
、
額
等
す
ぐ
れ
た
作
品
を
作
り

上
げ
、
漆
喰
鏝
絵
を
芸
術
の
域
に

昇
華
さ
せ
た
こ
と
で
、
名
工
「
伊

豆
の
長
八
」
と
し
て
、
そ
の
名
は

広
く
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
長
八
は
、

明
治

（
１
８
８
９
）
年
に

才

２２

７４

で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
が
、
作

品
は
、
伊
豆
の
長
八
美
術
館
を
は

じ
め
浄
感
寺
（
長
八
記
念
館
）、
重

要
文
化
財
岩
科
学
校
、
伊
那
下
神

社
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
他
、
静

岡
県
内
、
東
京
等
に
残
っ
て
い
ま

す
。

今
年
は
、
長
八
生
誕
か
ら
２
０

０
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
、

町
で
は
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

町
民
の
皆
様
に
長
八
の
偉
業
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

誘
客
を
図
る
た
め
町
内
外
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。現

在
、
予
定
し
て
い
る
行
事
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

入江長八

長八作品『富嶽』

伊伊
豆
の
長
八
生
誕
二
〇
〇
年

伊
豆
の
長
八
生
誕
二
〇
〇
年
祭祭
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伊
豆
の
長
八
巡
回

伊
豆
の
長
八
巡
回
展展

松
崎
町
を
中
心
に
県
内
や
関
東

近
郊
の
寺
院
や
個
人
宅
に
所
蔵
さ

れ
た
入
江
長
八
の
貴
重
な
作
品
を

集
め
、
東
京
都
武
蔵
野
市
、
静
岡

県
菊
川
市
、
松
崎
町
の
３
カ
所
の

美
術
館
で
巡
回
展
を
開
催
し
ま
す
。

個
人
所
蔵
で
な
か
な
か
見
ら
れ

な
い
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
お
よ
び
場
所
】

○
９
月
５
日（
土
）～

月

日
（
日
）

１０

１８

吉
祥
寺
美
術
館
（
武
蔵
野
市
）

○

月

日（
土
）～

月

日
（
月
）

１０

２４

１１

２３

常
葉
美
術
館
（
菊
川
市
）

○

月

日（
水
）～
１
月

日
（
水
）

１２

２３

１３

伊
豆
の
長
八
美
術
館

長
八
シ
ン
ポ
ジ
ウ

長
八
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムム

漆
喰
鏝
絵
は
、全
国
各
地
に
残
っ

て
い
ま
す
が
、
生
活
様
式
の
変
化

や
老
朽
化
に
よ
り
姿
を
消
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
漆

喰
鏝
絵
の
重
要
性
を
認
識
し
、
保

存
活
動
や
漆
喰
鏝
絵
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
事
例
も
見

ら
れ
ま
す
。

今
回
、
全
国
各
地
で
活
動
し
て

い
る
関
係
者
に
ご
出
席
い
た
だ
き

長
八
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

漆
喰
鏝
絵
や
歴
史
的
な
建
物
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
考

え
ま
す
。

【
開
催
日
時
お
よ
び
場
所
】

９
月

日（
土
）午
後
１
時

分
～

２６

３０

環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

長
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

長
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルル

毎
年
９
月
の
第
４
日
曜
日
に
、

長
八
美
術
館
駐
車
場
で
開
催
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、今
年
は
、

生
誕
２
０
０
年
を
記
念
し
て
会
場

を
拡
大
し
て
開
催
し
ま
す
。

会
場
で
は
、各
種
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
、
地
場
産
品
即
売
コ
ー
ナ
ー
、

松
崎
小
学
校
の
１
・
２
年
生
に
よ

る
「
松
崎
の
長
八
さ
ん
」
の
踊
り

等
、
多
彩
な
催
し
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

小
学
生
は
、
１
学
期
か
ら
こ
の

祭
り
の
た
め
に
み
ん
な
一
生
懸

命
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
の
で

当
日
は
ぜ
ひ
、
か
わ
い
い
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
に
会
場
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

皆
様
も
踊
り
の
輪
の
中
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

「松崎の長八さん」の踊りを練習する小学生
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第

回
全
国
漆
喰
鏝
絵
コ
ン
ク
ー

１６

ル
に
入
賞
し
た
作
品
を
９
月

日
２６

（
土
）
か
ら
伊
豆
の
長
八
美
術
館

特
別
展
示
室
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の

全
国
漆
喰
鏝
絵
コ
ン
ク
ー
ル
最
優

秀
賞
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
た

「
全
国
漆
喰
鏝
絵
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞
作
品
展
」
や
、
大
分
県
別

府
市
在
住
の
写
真
家
藤
田
洋
三
氏

が
撮
影
し
た
全
国
各
地
に
残
る
漆

喰
鏝
絵
を
写
真
で
紹
介
す
る
「
鏝

絵
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

月

日
（
土
）・

日
（
日
）

１０

１０

１１

に
東
京
都
足
立
区
千
住
の
シ
ア
タ
ー

１
０
１
０
で
開
催
さ
れ
る
「
足
立

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」に
参
加
し
、

写
真
に
よ
る
長
八
作
品
の
紹
介
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
漆
喰
鏝
絵
・

光
る
泥
団
子
体
験
）
を
実
施
し
、

松
崎
町
、
長
八
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

【
地
籍
調
査
に
つ
い
て
】

町
内
で
は
平
成

年
度
よ
り
、

２３

県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
地
籍
調

査
を
開
始
し
、
平
成

年
度
か
ら

２６

は
、
町
が
事
業
主
体
と
な
り
調
査

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
順

次
地
籍
調
査
を
進
め
て
い
く
計
画

で
す
。

本
年
度
は
、
伏
倉
・
宮
内
地
区

の
一
部
に
つ
い
て
現
地
境
界
立
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
関
係
者

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
公
共
基
準
点
と
は
】

測
量
の
際
に
、
地
球
上
の
正
確

な
位
置
や
高
さ
を
求
め
る
た
め
に

は
、
近
く
に
一
定
の
精
度
を
有
す

る
基
礎
と
な
る
点
が
必
要
で
す
。

こ
の
点
の
こ
と
を
基
準
点
と
呼
び

ま
す
。

基
準
点
は
、
測
量
標
に
よ
り
現

場
で
の
位
置
が
明
確
で
、
経
度
・

緯
度
や
高
さ
等
の
位
置
に
関
す
る

情
報
を
も
っ
て
い
ま
す
。

基
準
点
に
は
、
国
（
国
土
地
理

院
）
が
設
置
・
管
理
す
る
電
子
基

準
点
や
三
角
点
、
地
方
公
共
団
体

等
が
設
置
・
管
理
す
る
公
共
基
準

点
が
あ
り
ま
す
。

公
共
基
準
点
の
保
全
に

努
め
ま
し
ょ
う

特

別

特

別

展展

長

八

検

長

八

検

定定

郷
土
が
生
ん
だ
名
工
・
伊
豆
の

長
八
に
つ
い
て
、
町
民
を
は
じ
め

多
く
の
皆
様
に
よ
り
深
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
伊
豆
の
長
八
作

品
保
存
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

長
八
検
定
を
行
い
ま
す
。

検
定
問
題
は
、
小
・
中
学
生
用

と
一
般
用
の
２
種
類
で
そ
れ
ぞ
れ

問
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２５
ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
伊
豆
の
長
八
や

漆
喰
鏝
絵
等
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

問
以
上
正
解
さ
れ
た

２０

方
に
は
、
検
定
証
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

詳
細
は
、
松
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
、
企
画
観
光
課
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

長
八
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

長
八
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
てて

吉
祥
寺
美
術
館
巡
回
展
の
開
催

期
間
に
合
わ
せ
て
、
松
崎
町
民
を

対
象
と
し
た
長
八
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
（
東
京
方
面
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
程
や
参
加
費
等
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
８
月
中
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
に
よ
る
長
八
作
品

写
真
に
よ
る
長
八
作
品
展展

日
本
郵
便
㈱
で
は
、
長
八
生
誕

２
０
０
年
記
念
切
手
シ
ー
ト
を
９
月

１
日
（
火
）
か
ら
西
伊
豆
管
内
の
郵

便
局
で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
販
売
枚
数

１
０
０
０
枚

○
販
売
価
格

１
３
０
０
円（
予
定
）

記
念
切
手
シ
ー

記
念
切
手
シ
ー
トト

販売される記念切手シート

こ
れ
ら
の
基
準
点
は
、
す
べ
て

の
測
量
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、

公
共
測
量
や
地
籍
測
量
、
民
間
で

の
用
地
測
量
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
測

量
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
町
が
管
理
す
る
公
共
基
準
点
】

現
在
、
町
が
管
理
し
て
い
る
公

共
基
準
点
に
は
左
記
の
も
の
が
あ

り
、
計
５
６
４
点
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

①
地
籍
図
根
三
角
点

②
地
籍
図
根
多
角
点

③
都
市
部
官
民
境
界
基
本
三
角
点

④
都
市
部
官
民
境
界
基
本
多
角
点

⑤
３
級
公
共
基
準
点

【
公
共
基
準
点
の
保
全
】

基
準
点
に
つ
い
て
は
、
測
量
法

に
よ
り
「
何
人
も
、
そ
の
効
用
を

害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

誤
っ
て
破
損
、
損
失
等
さ
せ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

販売される記念切手シート

地籍図根三角点

地籍図根多角点
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盟
町
村
の
承
認
セ
レ
モ
ニ
ー
や
現

地
視
察
等
が
行
わ
れ
、
加
盟
町
村

の
首
長
や
職
員
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
者
が
訪
れ
ま
す
。
町
で
は
、

町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
と
し
て
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

７
月
９
日
か
ら

日
ま
で
、
福

１２

島
県
南
相
馬
市
原
町
聖
愛
保
育
園

児
が
松
崎
町
を
訪
れ
、
聖
和
保
育

園
と
の
交
流
や
棚
田
の
体
験
、
海

水
浴
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

聖
愛
保
育
園
と
の
交
流
は
、
石

部
棚
田
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
小
林
亮

氏
の
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
き
っ
か
け
で
昨
年
か
ら
始

ま
り
、
今
回
、
自
然
体
験
学
習
と

し
て
松
崎
町
に
訪
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

松
崎
町
で
の
３
泊
４
日
の
滞
在

中
は
、
常
葉
大
学
や
町
内
外
の
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も

と
、
石
部
棚
田
保
全
推
進
委
員
会

を
中
心
に
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

岩
地
海
岸
で
は
、
聖
和
保
育
園

児
と
一
緒
に
地
引
網
体
験
や
海
水

浴
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
初

め
て
見
る
魚
に
大
興
奮
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
獲
っ
た
魚
は

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
よ
う
で
、

い
つ
も
以
上
に
、
お
腹
一
杯
に
食

べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
後
も
、
石
部
棚
田
を
通
じ
て

で
き
た
交
流
を
、
大
切
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

定期総会の様子

泥んこ遊びを楽しむ園児

地引網体験を楽しむ園児

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

松
崎
町
が
加
盟
す
る
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
定
期
総
会
・

世
界
大
会
が
、
６
月

日
か
ら

２６

２８

日
ま
で
、
北
海
道
美
瑛
町
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
地
と
な
っ
た
美
瑛
町
は
、

び
え
い
の
丘
や
青
い
池
等
、
美
し

い
景
観
で
知
ら
れ
る
町
で
す
。
ま

た
、
浜
田
哲
町
長
は
、
２
０
０
５

年
に
発
足
さ
れ
た
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
の
発
起
人
で
あ

り
、
現
在
、
連
合
の
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

世
界
大
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ

る
の
は
初
め
て
で
、「
世
界
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ

リ
ア
、
ド
イ
ツ
か
ら
も

名
が
参

１２

加
し
ま
し
た
。

【
定
期
総
会
】

初
日
に
行
わ
れ
た
定
期
総
会
に

お
い
て
、
２
０
１
６
年

月
に
行

１０

わ
れ
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
臨
時
総

会
）
が
、
松
崎
町
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
正
式
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
連
合
の
主

要
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
新
規
加

【
戦
略
会
議
】

定
期
総
会
終
了
後
に
は
、
各
加

盟
町
村
の
首
長
を
対
象
と
し
て
戦

略
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
瑛

町
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
中

道
博
氏
に
よ
る
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
が
取
り
組
む
べ
き
偐
食
做

と
は
」
と
題
し
た
講
演
、
連
合
副

会
長
で
あ
り
、
カ
ル
ビ
ー
㈱
の
元

社
長
（
現
相
談
役
）
で
あ
る
松
尾

雅
彦
氏
に
よ
る
『「
最
も
美
し
い
村

運
動
」

年
目

腹
を
く
く
る
時
が

１０

来
た
』
と
題
し
た
講
演
の
後
、「
自

立
の
た
め
の
む
ら
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
各
首
長
が
話
し
合
い
ま
し
た
。

連
合
で
は
、「
自
立
の
た
め
の
む
ら

づ
く
り
」
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
、

「
世
襲
財
産
」「
住
民
の
自
主
的
参

加
」「
経
済
的
自
立
」
を
掲
げ
て
お

り
、
各
首
長
か
ら
観
光
や
移
住
、

福
祉
等
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
施
策
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「日本で最も美しい村」連合が掲げる戦略

町
で
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
加
盟
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒

に
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

石
部
棚
田
で
は
、
常
葉
大
学
の

山
田
辰
美
先
生
に
よ
る
も
の
づ
く

り
体
験
や
田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊
び

を
行
い
ま
し
た
。
泥
ん
こ
遊
び
で

は
、
最
初
は
恐
る
恐
る
泥
を
触
っ

て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と

体
中
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

22
0
1
6

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

松
崎
町
で
の
開
催
決
定

2
0
1
6

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

松
崎
町
で
の
開
催
決
定
！！

～
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

定
期
総
会
報
告

～
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

定
期
総
会
報
告
～～

夢夢
の
か
け
橋
ふ
く
し
ま
・
し
ず
お
か
園
児

夢
の
か
け
橋
ふ
く
し
ま
・
し
ず
お
か
園
児
のの

ふ
れ
あ
い
交
流
事

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業業
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○
保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

平
成

年
度
の
保
険
料
は
、
平

２７

成

年
中
の
所
得
を
も
と
に
決
定

２６
し
、
８
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

既
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
に
よ
り
保
険
料
を
４
月

以
降
に
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
で
も
、
改
め
て
９
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
か
ら
６
カ
月
間
は
、

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
（
納
付
書

で
の
窓
口
払
い
、
ま
た
は
口
座
振

替
）
と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
を
持
っ
て
、

お
近
く
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
除
く
）
、
ま
た
は
役
場
に
て
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
が
口
座
振
替

と
な
っ
て
い
た
方
で
、
引
き
続

き
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
後
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

制
度
加
入
後
６
カ
月
が
経
過
す

る
と
、
年
金
額
が
年
間

万
円
以

１８

上
の
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

場
合
、
保
険
料
の
支
払
い
方
法
が

特
別
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
に
変
更
を
希
望

す
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
に
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
ののののののののののののののののの

通通通通通通通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知知知知知知知
・・・・・・・・・・・・・・・・
納納納納納納納納納納納納納納納納
付付付付付付付付付付付付付付付付
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

通
知
・
納
付
に
つ
い
ててててててててててててててててて

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

８
月
１
日
（
土
）
か
ら
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
、「
藤
色
」
に

変
わ
り
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

歳
７０

（
誕
生
月
の
翌
月
。
１
日
生
ま
れ

の
方
は
誕
生
月
）
か
ら

歳
の
方

７４

に
交
付
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
と
と
も
に
保
険
医
療
機

関
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
自

己
負
担
割
合
が
下
記
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

高齢受給者証の見本

新
し
い
「
藤
色
」
の
高
齢
受
給

者
証
は
、
７
月
下
旬
に
対
象
者
の

方
へ
発
送
し
ま
し
た
。
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高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
受受受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者者者者者者者
証証証証証証証証証証証証証証証証

高
齢
受
給
者
証
ががががががががががががががががが

藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
色色色色色色色色色色色色色色色色
にににににににににににににににに
変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままま

藤
色
に
変
わ
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす
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「
ク
リ
ー
ム
色
」
の
旧
高
齢
受
給

者
証
は
、
有
効
期
限
が
７
月

日
３１

ま
で
（
ま
た
は

歳
に
な
る
誕
生

７５

日
の
前
日
ま
で
）
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

自
己
負
担
割
合
は
、
誕
生
日
お

よ
び
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
１
割
】
誕
生
日
が
、
昭
和

年
１９

４
月
１
日
以
前
の
方

【
２
割
】
誕
生
日
が
、
昭
和

年
１９

４
月
２
日
以
降
の
方

【
３
割
】
現
役
並
み
所
得
者

※
現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
住
民

税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
の

歳
以
上

歳
未
満
の
国

７０

７５

保
被
保
険
者
を
い
い
ま
す
。
同

一
世
帯
に
現
役
並
み
所
得
者
が

い
れ
ば
、
同
一
世
帯
の
す
べ
て

の
高
齢
受
給
者
証
が
３
割
の
負

担
割
合
に
な
り
ま
す
。
平
成
２７

年
１
月
以
降
新
た
に

歳
に
な
っ

７０

た
国
保
被
保
険
者
の
い
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、
住
民
税
課
税
所

得
が
１
４
５
万
円
以
上
で
も
別

の
計
算
方
法
に
よ
り
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
一
般
区
分
（
１

割
ま
た
は
２
割
）
に
該
当
し
ま

す
。
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
い
計
算
方
法
は
、
健

康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新新
し
い
高
齢
受
給
者
証

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
はは

届
い
て
い
ま
す
か

届
い
て
い
ま
す
か
？？

自
己
負
担
割

自
己
負
担
割
合合

申
請
が
必
要
で
す

申
請
が
必
要
で
す
！！

上
記
負
担
割
合
の
３
割
に
該
当

す
る
方
で
、
次
表
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
申
請
に
よ
り
一
般
区
分

（
１
割
ま
た
は
２
割
）
に
な
り
ま

す
。対

象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請

書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

通知時期納付方法

８月中旬頃
普通徴収

（納付書、口座振替）

９月中旬頃
特別徴収

（年金からの天引き）

納付方法別の保険料通知時期

収 入
同じ世帯の

７０歳以上７５歳未満の
国保被保険者数

３８３万円未満

１人 後期高齢者医療制度移行に伴い
国保を抜けた人を含めて
合計５２０万円未満

合計５２０万円未満２人以上

８
月
１
日
（
土
）
以
降
に
医
療

機
関
に
か
か
る
際
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。



持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
て

６
月

日
、
北
海
道
美
瑛
町

２６

で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
定
期
総
会
に

て
、
平
成

年

月
に
松
崎
町

２８

１０

で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

加
盟
地
域
の
首
長
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
が
訪
れ
る
た
め
、
町

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
準
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
充
実
し
た

も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
職

員
の
能
力
向
上
や
小
さ
く
て

も
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
全
職
員
を

の
１１

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟

地
域
の
視
察
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

研
修
に
よ
っ
て
町
の
課
題
を

検
討
し
、
連
合
が
掲
げ
る
「
住

民
の
自
主
的
活
動
」「
経
済
的
自

立
」「
世
襲
財
産
（
地
域
資
源
）」

の
３
つ
の
戦
略
に
つ
い
て
、
町
の

将
来
へ
向
け
、
職
員
全
員
で
取
り

組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

現
在
、
国
が
掲
げ
て
い
る
「
地

方
創
生
」
や
私
が
掲
げ
て
い
る

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
も
目
指
す
べ
き
ゴ
ー

ル
は
、
地
域
が
自
立
し
、
持
続
的

に
存
立
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
地
域
資

源
と
い
う
大
地
に
町
民
の
皆

様
が
主
役
と
な
っ
た
活
動
に

よ
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た
根
を

張
り
、
経
済
的
自
立
と
い
う

枝
葉
を
茂
ら
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
様
一
人
一
人
が

主
体
と
な
る
自
立
し
た
素
晴

ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
積
極
的
な
ご
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯６８

７月５日、石部海岸では石部温泉大地曳き網
まつりが開催されました。地元の住民と観光客
で力を合わせて綱を引き、取れた魚やイカ等は
その場で振る舞われました。

６月２２日、環境センター文化ホールでは、１２
月５日（土）に静岡市で開催される第１６回市町
対抗駅伝大会の決起大会が開催され、齋藤町長
から土屋監督に団旗が託されました。

７月１５日、２０％のプレミアム付き商品券が町内
の各販売店にて販売されました。商品券は１１月２５
日（水）まで町内の飲食店や商店等９０店舗以上の
取扱店で利用できます。

７月２日と３日の２日間、「日本で最も美し
い村」連合の企業会員である富士ゼロックスと
共同し空き家を使ったシェアオフィスについて
検討するため、ワークショップを開催しました。
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第３０回 石部温泉大地曳き網まつり

第１６回 市町対抗駅伝松崎町チーム決起大会

松崎町プレミアム商品券販売

富士ゼロックスワークショップ

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



葛
字
典
片
手
に
古
文
書
を
読
み
解
く

書
会
で
は
、
一
緒
に
解
読
作
業

を
行
う
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
随

時
募
集
し
て
い
る
。

最
後
に
、
藤
池
さ
ん
は
「
町

内
に
は
、
私
た
ち
が
把
握
し
て

い
る
他
に
も
ま
だ
ま
だ
古
文
書

が
眠
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
歴

史
遺
産
で
あ
る
古
文
書
を
後
世

に
残
す
た
め
に
は
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
が
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
家
を
片
付
け
た

り
蔵
を
取
り
壊
し
た
り
し
た
と

き
に
古
文
書
が
出
て
き
た
ら
、

捨
て
て
し
ま
う
前
に
一
度
、
教

育
委
員
会
や
古
文
書
会
に
連
絡

し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

NNo.No.88
古
文
書
と
い
う
歴
史
遺
産
を
後
世

古
文
書
と
い
う
歴
史
遺
産
を
後
世
にに

松
崎
古
文
書
会
の
会
長
を

務
め
る
藤
池
清
信
さ
ん
は
、

郷
土
史
研
究
者
等
６
人
の
仲

間
と
と
も
に
、
町
内
に
残
る

古
文
書
の
解
読
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

会
で
は
月
に
１
回
、
役
場

の
町
史
編
さ
ん
室
で
勉
強
会

を
開
催
し
、
字
典
を
片
手
に

古
文
書
を
読
み
解
く
。
藤
池

さ
ん
は
「
古
文
書
は
、
昔
を

知
る
上
で
大
切
な
歴
史
遺
産
。

捨
て
ら
れ
た
り
売
ら
れ
た
り

し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
が
な

7

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
古
文
書

を
読
み
解
き
ま
と
め
て
い
く
こ

と
は
、
古
文
書
の
保
存
に
繋
が

り
ま
す
」
と
強
く
語
る
。

古
文
書
に
は
税
金
や
戸
籍
、

河
川
管
理
の
他
、
外
国
船
の
沈

没
等
そ
の
時
代
の
社
会
の
様
子

が
書
か
れ
て
お
り
、
古
文
書
を

通
し
て
当
時
の
人
々
の
生
活
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
と

い
う
。

藤
池
さ
ん
の
気
が
か
り
は
古

文
書
会
の
後
継
者
の
育
成
。
現

在
７
人
で
活
動
し
て
い
る
古
文

Profile

ふじいけ きよのぶ さん

松崎古文書会会長。会員

として活動を始めて今年

で１０年目になる。趣味は

野菜の栽培。

※家に古文書がある方や

古文書会の活動に興味の

ある方は、教育委員会ま

たは古文書会までご連絡

ください。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

高
さ

㍍
ほ
ど
の
「
雪
の
壁
」

１０

が
楽
し
め
る「
乗
鞍
岳
春
山
バ
ス
」

が
、
今
年
も
長
野
県
側
の
県
道
乗

鞍
岳
線
（
通
称
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
）

で
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
下
旬
か
ら
６
月
末
日
ま
で

の
運
行
で
、
松
本
市
や
の
り
く
ら

観
光
協
会
、
交
通
事
業
者
が
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。
乗
鞍
観
光
セ

ン
タ
ー
（
標
高
１
５
０
０
㍍
）
と

大
雪
渓
・
肩
の
小
屋
口
（
標
高
２

６
０
０
㍍
）
ま
で
の
約

・
５
㌔

１８

を
往
復
し
ま
す
。（
除
雪
が
完
了

す
る
ま
で
は
途
中
の
位
ケ
原
山
荘

前
ま
で
の
運
行
）

大
雪
渓
・
肩
の
小
屋
口
近
く
で

は
、
６
月
で
も
最
大
高
さ

㍍
の

１２

雪
の
壁
が
楽
し
め
ま
す
。
以
前
は

乗
鞍
高
原
で
春
ス
キ
ー
を
楽
し
む

人
た
ち
の
利
用
が
大
半
で
し
た
が
、

近
年
は
道
路
沿
い
に
そ
び
え
る
雪

見
観
光
が
人
気
で
す
。
春
山
バ
ス

利
用
客
数
は
年
々
増
加
傾
向
で
、

今
年
は
約
６
４
０
０
人
が
利
用
し

ま
し
た
。

運
行
は
１
日
４
便
で
運
賃
は
往

復
２
５
０
０
円
と
大
変
お
得
で
す
。

肩
の
小
屋
付
近
か
ら
は
槍
・
穂

高
連
峰
を
望
め
、
透
き
通
っ
た
空

気
と
空
の
青
さ
、
雪
の
白
さ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
の
乗
鞍
高
原
に
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
乗
車
く
だ
さ
い
！

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

乗乗
鞍
岳
春
山
バ

乗
鞍
岳
春
山
バ
スス

地

域

交

流

通

信

検検検検

大雪渓付近

藤
池

清
信
さ
ん
（
桜
田
）

乗鞍岳春山バス
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，２１０人（－１１人）

男 ３，４２１人（－３人）

女 ３，７８９人（－８人）

世帯数 ３，０４３戸（－３戸）

転 入 １４人 転 出 ２２人

出 生 ７人 死 亡 １０人

（平成２７年６月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
八
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

五

号

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
詐
欺
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（６６月届出分月届出分））

人身事故 １件 （±０）

物損事故 ７件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （±０）

平成２７年６月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４３３

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

中

村

宣

子

飯

野

ふ

さ

堀

岡

洋

子

山
本
智
恵
子

祖
母
が
ゐ
て
繕
ひ
も
の
を
す
る
縁
側
は

む
か
し
話
の
夢
ひ
ろ
が
り
き

ま
た
ひ
と
つ
歳
を
か
さ
ね
る
う
か
う
か
と

し
て
は
を
ら
れ
ぬ
日
暮
れ
の
早
し

白
木
蓮
を
朝
あ
さ
見
つ
つ
数
日
を

花
の
や
う
な
る
心
に
過
ご
す

集
ひ
こ
し
う
か
ら
ら
の
語
る
を
聞
き
ゐ
る
ら
し

義
母
の
遺
影
の
か
す
か
に
笑
ふ

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
詐
欺
に
関
す

る
全
国
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
る
相
談
件
数
は
、
こ
こ
数

年
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
別
」
の
１

位
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま

す
。ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
詐
欺
は
そ
も

そ
も
契
約
が
成
立
し
て
も
な
い
の

に
、
契
約
が
成
立
し
た
と
し
て
高

額
請
求
を
行
う
架
空
請
求
の
一
種

で
あ
り
、
消
費
者
に
は
支
払
義
務

が
あ
り
ま
せ
ん
。

手
口
は
次
々
に
巧
妙
化
し
、
近

年
で
は
、例
え
ば
、ス
マ
ホ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
音
を
起
動
さ
せ
、
あ
た
か

も
消
費
者
の
画
像
を
撮
影
し
、
そ

れ
を
サ
イ
ト
業
者
が
取
得
し
た
か

の
よ
う
に
思
わ
せ
る
等
、
消
費
者

の
恐
怖
心
を
あ
お
る
、
金
銭
の
支

払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
前
、

本
コ
ー
ナ
ー
で
も
と
り
あ
げ
た
コ

ン
ビ
ニ
で
売
っ
て
い
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
の
番
号
を
連
絡
さ
せ
る

等
と
い
っ
た
手
口
を
と
り
ま
す
。

も
し
も
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
か

ら
の
請
求

を
受
け
た

場
合
は
す

ぐ
に
支
払

わ
ず
に
、

町
の
消
費

者
相
談
窓

口
等
に
相

談
す
る
よ

う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

金 刺 和 仁女美 澄
み と

金 沢

藤 牧 詩 織男直 輝
なお き

池 代

藤 井 竜 樹男元 希
げん き

峰 輪

杉 山 賢女智 奈 美
ち な み

北 区

田 口 文 人男淳 平
じゅん ぺい

峰

大 石 隆 行男浩 輔
こう すけ

峰 輪

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

辰 男９２玉 井 こ と江奈４

勝 実９０土屋幸一郎南 郷

明 光８１鈴 木 江船 田

良 江８８齋 藤 重 樹吉 田

チ ヱ 子８２深 澤 進東 区

一 美７７鈴 木 保 之宮 内

忠 男７３齋 藤 昭 子中 区

洋９５美 野 千 代江奈２

おくやみ申し上げます（死亡）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）
は
、
高
校
、
大
学
等
へ
の
入

学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

限
度
額
は
子
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
、
利
率
は
年
２
・

％
（
固
定
金

１５

利
・
平
成

年
７
月

日
現
在
）
で
す
。

２７

１０

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が

サ
ポ
ー
ト
！

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
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熱
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け
く
だ
さ
い
。（
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